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{7r禁}社会の高齢化に伴う疾矯構造の変化により、生活

i剤費病が関民のQOL. f張療財政の習で大きな謀総になっ

ており、 2008年度から生活習'綾子おをターゲットとした扶;務

予防対策である f特定懲診・符，定保鍛指導J が導入される。

この・予防施策において、対象者が多い勤労者に対する生活

習壌病予防の3重要さ性と必婆?受が指摘されており、その対策

は忽務である。しかしながら勤労お-が臼常的に実路・継続

が可能である具体的な運動プログラムおよびシステムが不

足しているのが現状であり、その構築が期待されている。

{践的}そこで本研究は、ライブスタイル恕のプログラム

を提案し、中年勤労者に対する e-wel1nes!:'iを利用したラ

イフスタイル裂の鍍燦づくりシステムがライフスタイル・

職業性ストレスに及{ます影響について切らかにすることを

目的とした。[方法}民間企築 A社に勤務する鐙感づくり

に自主的に参加希援した96名{平均年数45.5j歳〉に対し、

自体重もしくはチュープによる負街の筋力トレ…ニングと

者行を中心とした有酸紫性のトレーニングをライフスタイ

ルの中に取り入れ、自分の都千?のよい持郊と場所で:3ヶ月

間3義務したむその効巣を体総成(体重、 BMJ、体脂肪率、

筋肉率) ・体力年齢・体力制定 (6種目)とライフスタイ

ルアンケート鱗査(身体活動・巡動に関する攻目、食生活

に関する項8、職業?生ストレスに関する税艇、鍵康意識に

鰐する項El)により評議した。{結果}勤労者でも実施可

能なライブスタイル?~~による額約の運動プログラムの介入

を3ヶ月跨実施し、ライフスタイル及ぴ戦楽性ストレスに

ついて検討した結果、体:案、{本総紡準等の体組成に関して

は・3立の効果は認められないものの、体力にi売してi土やや

改義効果が認められた。また生想的効果は3ヶ月時点では

小きかったにもかかわらず、ライフスタイルや綾療に対す

る章、訴訟については、日常生活のrt.l・で窃-体を動かすよう窓識

するようになったという一定の効果が認められたことは興

味深いと考えられるc 一方、職業ストレスに践しては、:後

数の袋詰で?をi化傾向が認められ、それらのストレスに対し

て今路のライフスタイル型の運動プログラムが影響してい

るのか、それとも別の袋閣が影響しているのかについては、

今後の検討議題である。企業として鍛人の縫康づくりに介

入することが、社員の日常生誌の意織の変化だけでなく、

将来の鍵縫絞や人事訴銭と鐙療の関絡についても変化がポ

されたことより、老後までの将来を見通した鐙嬢鋭をもっ

という望ましい状況に導かれる可能性が示唆された。
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